
花のお江戸を歩く会

紅棄の影の国大富路散歩

「武蔵―宮氷‖神社～盆裁町～見沼代用ホ J
平成25年 11月 17日 (日 )

≪散歩みちガイ ド≫

花のお江戸もいよいよ埼玉県に上陸です。武蔵の国の一宮である氷川神社は、2400年の

歴史を誇ります。平安時代に開かれた大宮氷川神社は、全国氷川信仰の総本社です。ます。

江戸時代初期に大官は中山道最大の宿場町として歴史に登場します。

盆栽村は関東大震災により駒込、巣鴨、本郷などで営んでいた盆栽業者が被災したのを

期に、盆栽に適した大官に移住してきたものです。

そして、8代将軍徳り!1吉宗の時代に、「享保の改革」の一環として埋立てや干拓が奨励さ

れました。見沼代で工事を担当した幕府の役人「井沢弥惣兵衛」は、人丁堤を切り1日芝川

を排水路として見沼溜井の水を落として水田を開くと共に、溜井の代用となる水源として

利根川から水を引く用水路を開肖Jしまし、大水田地帯、つまり日本でも最大級の「見沼田

んぼ」の誕生です。今日は、歴史的な古社と緑に包まれた盆栽村と深まる秋の見沼代の大

自然を楽しみます。

≪散歩みち順路≫

JR大官駅東口→すずらん通り→一宮通り→氷川神社入口→氷川神社第二鳥居→郷土資料

館T→武蔵一官氷川神社T→大官公園→県立歴史民族博物館T→盆栽村散策→漫画会館→

盆栽美術館T(有料)→見沼代用水路西縁散策→見晴公園→寿能城跡→大官公園T→氷川

神社参道→」R大宮駅

≪個 Ellガイ ド≫

①江戸時代の大富宿

江戸時代の大官宿は、天保 14年 (1843年)の調べで、町並みは lkm。 宿内人口 1,508

人、宿内家数 319軒、脇本陣は 9軒で中山道の宿場としては最多である。問屋場 4軒、旅

籠 25軒。他に、紀州鷹場本陣 (北澤家)1軒。かっては氷川神社参道が中山道だった時代

があった。大官の地名は氷川神社の大きい官に由来する。宿場らしく品川宿、千住宿同様

に「涙橋」もあつた。ということは刑場があつたということだ。もちろん花街もあつたの

だろう。いろいろ想像すると面白い。→すずらん通り→中山道→氷川神社入り回

② 参道こ太宮宿の歴颯

大宮宿は、戦国の世が終わりに近づき、関東が徳川体制となつた 1591年に宿駅に指定さ

れたといわれ、この頃の街道 (中山道)は、一の鳥居から氷川神社の参道を通り、途中で

左折していました。ところが、参道を通る道筋では街道が大きく迂回し、しかも神社の神
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域を通過し不敬となるため、大官の農民は関東郡代伊奈忠治に街道の新設を申し出ました。

1628年、当時原野であつた参道の西側に新たな街道が設けられることになり、街道を新設

するのと同時に、新道の両側を地割りして参道沿いの農家屋敷を移転させ、宿場町大宮の

基礎が造られました。 地割りの大きさは、間口7～ 8間、奥行き63～ 65間程度で、
宿場町独特の細長い形です。いまでも住宅地図を見ると、細長い地割りが大きな建物の建

設を拒むかのように残つているのが分かります。→市立博物館

③ 武蔵―富ホI:1神社T
大宮氷川神社の創建は諸説があつてよく分からない。社伝では、今から2400有 余年
の昔、第 5代孝昭天皇の 3年 4月 に創建された、と伝えている。延長 5年 (927)に作成さ

れた我が国の神社の一番古い戸籍簿にあたる『延喜式神名帳』では、日本武 (ヤマトタケ

ル)が東夷征伐の折にスサノオノミコトを勧請したとしている。

別伝もある。第 13代成務天皇のとき出雲族の兄多毛比 (エタモヒ)と いう人物が、夭

邪志国造 (むさしのくにみやつこ)を拝命し、一族を引き連れてこの地に移住してきた。

そのとき、一族の祖神を示Eる杵築大社 (きずきのおおやしろ、出雲大社の前身)を出雲国

からこの地に勧請して祀つた。それが当社の始まりだという。氷川神社という神号につい

ては、出雲国の簸川 (ひかわ :肥川、斐伊りII)の川上にあつた杵築大社を勧請したところ

から、その川の名前に因んで名付けられたとされている。

こうしたスサノオノミコト勧請説の他に、『延喜式神名帳』に載る氷川神はもともと見沼

に宿る水の霊で、これが後に農業神と信仰されるようになつたとする説もある。上代のこ

とは、真偽を詳かにすることができないが、奈良時代以前に、この地に鎮座していたこと

はどうやら事実のようだ。

神社は 7世紀後半に入ると官社市1度の成立によつて、律令国家の厚い保護を受けた有力

な官社が諸社の中心的な存在になつてくる。そうした時流にうまく乗つたのが、武蔵国造

の保護を受けていた氷川神社だつたのだろう。聖武天皇の時代に各国に一の宮の制を定め

たとき、当社が「武蔵国一の官」に定められたと、社伝は誇らしげに伝えている。また、『延

喜式神名帳』では、当社は名神大社に列せられ、破格の月次新嘗の社格が与えられたとし

ている。そして、土御門天皇 (在位 1198-1210)の 時代に、正一位の神階が当社に授与

された。文字通り武蔵の国全体でトップの地位を占めるようになつたわけである。

鎌倉に武家政権が誕生すると、源頼朝は土肥次郎実平に命じて社殿の再建させ、社領三

千貫を寄進した。治承 4年 (1180)の ことである。頼朝以後も武門の信仰が篤く、執権北条

氏、足利氏、小田原北条氏なども深く崇敬し、また徳り|1家も当社を尊仰したという。文禄
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5年 (1595)、 徳川家康は伊奈備前守忠次を奉行として、社頭を残らず造営させたという記

録が残されている。関東では氷川神社を名乗る神社が280に及ぶ。

O六宮公園T
明治 18年、太政官布達により氷川公園の名称で誕生し、同 31年に県が管理することにな

りました。現在ある県営公園の中では最も長い歴史を持つ公園です。造園には日本の公園

造りのパイオニアである本多静六博士が尽力しました。その後、昭和 37年に都市計画公園

として決定され、昭和 55年 「第二公園」が大官公園の東側に、更に平成 13年「第二公園」

が第二公園の南側に開設されました。樹齢百年を超える赤松がそびえる赤松林や、名物の

1,200本 もの桜をはじめ、新緑や紅葉が美しい樹木がたくさんあり、四季おりおりの変化が

楽しめます。→県立歴史民族博物館T(前川国大設計 )

⑤ 盆栽村

江戸時代から明治 。大正時代まで、現在の東京都文京区千駄本にある団子坂には、多くの

植木屋が集まつて、菊人形づくりや盆栽業を営んでいました。しかし、大正 12年 (1923)

に起きた関東大震災をきつかけに、より広い土地を求め、盆栽業者だけの村を作る構想に

よつて誕生したのが、大宮盆栽村です。

現在の盆栽村周辺には、およそ 9軒の盆栽園が営まれており、大宮盆栽村の名は世界的

に知られています。村内には、もみじ通り、けやき通り、さくら通りなどがあり、四季折々

の散策が楽しめる観光地ともなつています。→民間の盆栽園

⑥ 爆画会館T
この会館は、大官市が生んだ日本の近代漫画の創始者である北澤楽天 (き たざわらくてん

。

1876γ 1955)の業績を記念するとともに、広く漫画文化の発展をはかることを目的として

その居宅跡に建設された施設である。一階の楽天常設展示室には、楽天の作品原画、手紙、

勲章、写真などが展示してあり、三階の特別展示室では、年に数回展示替えをして、現代

漫画家の作品展などを催している。

楽天は福澤諭吉に認められ、諭吉の創刊した新聞、時事新報 (明治、大正、昭和初期ま

で発刊していた有力な日刊紙)紙上で国際政治から子供向けまで広い範囲の漫画を書いて

いた。「漫画」という言葉も、それまでのおどけた絵とかポンチ絵に変つて楽天が使い始め

たものである。

⑦ 盆栽美術館T65歳 以上→ 150円、一般→ 300円 (見学後小休息)

世界で初めての公立の「盆栽美術館」。名高い大宮の盆栽村に近接して設けられた当館は、

旧高木盆栽美術館のコレクションを核とした盆栽の名品、優品をはじめ、盆栽用の植木鉢

である盆器や、一般には水石と呼ばれる鑑賞石、盆栽が画面に登場する浮世絵などの絵画

作品、それに、盆栽に関わる各種の歴史・民俗資料等を系統的に収集、公開することによ

り、さいたま市の伝統産業にも指定されている盆栽の文化をひろく内外に発信することを

目的としている。→jll島橋
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③ 見沼代用水路西縁散策

埼玉県東部から南部の水田地帯を流れる関東平野最大の農業用水。幹線水路延長 84キ ロ

メー トル、灌漑 (かんがい)面積 1万 7000ヘ クタール。江戸中期、井沢弥惣兵衛 (やそベ

え)に よつて掘削された。名称は、新田開発のために干拓された見沼溜井 (ためい)に代

わる用水の意である。行日 (ぎ ようだ)市下中条 (し もちゅうじょう)付近の利根 (と ね)

川右岸に取水目をつくり、途中、星川の流路の一部を使い、元荒川や綾瀬 (あやせ)ノ ||は

伏越 (ふせごし)と いわれるサイホンで立体交差し、末端の見沼付近で東縁 (ひがしべり)・

西縁用水に分かれる。さらに東縁用水は川国市から東京都に至り、西縁用水は大宮台地を

切つて高沼用水として荒り||に達する。利根大堰 (おおぜき)ができてから、旧取水日は閉

鎖され、大堰から毎秒 45ト ンの水を供給するようになつた。

★見沼代用水の開発の歴費

1629年 (寛永 6)関東郡代伊奈 (いな)半十郎忠治 (ただはる)が、武蔵 (むさし)
国足立 (あだち)郡大間木 (おおまぎ)村 (現さいたま市緑区)に人丁堤を築いて造成し

た見沼溜井は、下流 8か領 221か村の水源として 5000ヘクタールの水田を灌漑した。しか

しこれにより沼周辺の地は水没し、上流はリト水不良、下流は用水不足に悩まされた。享保

(き ょうほう)年間 (1716～ 36)の幕政改革による新田開発奨励策のもとで、これらの問

題を解決し、あわせて溜井千拓による新田開発を目的として代用水路の開削が計画され、

幕府勘定吟味 (かんじょうぎんみ)役井沢弥惣兵衛為永 (ためなが)に施工が命ぜられた。

為永は 1725年 (享保 10)溜井を検分、翌年測量に着手、1727年 10月 から 1728年の 2月

までの 5か月間で、延長 84キロメー トルに及ぶ大工事を完成させた。取水目には巨大な本

造樋管 (ひかん)を設け、途中、星川を利用して用水を導き、他の河り||と 交差する所では

懸樋 (かけどい)を架けるなど、さまざまな技術が駆使された。一方この工事と並行して

見沼中悪水路 (なかあくすいろ)(芝川)が掘肖Jされ、溜井の干拓が行われ、周辺を含めて

新たに 1800町歩の新田が開かれた。なお、為永は 31年に人丁堤の北で東・西縁用水と芝

I:1を結ぶ通船堀を開き、書運の便を目った。

①寿能城跡
寿能城は、永禄 3年頃 (1560)、 岩槻城の支城として北条氏側の川越城に対する備え

として築かれたといわれています。城主である潮田氏は、太田資正の四男資忠で母方の性

を名乗つたと言われています。なお城は、豊臣秀吉の小田原攻めで廃城となりました。現

在まで発掘調査がされていないので、詳しいことはわからないようです。→塩田橋→万葉

の並木道→大宮公回T→氷川神社参道 (平成広場)→ JR大宮駅 (解散 )
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